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ケニアのティヴァに造成されたメリアの採種園

No.15
2014.3

林木育種成果発表会の様子 開発品種説明会で配布したパンフレット

　アフリカのケニア国においては、2012年7月より

JICA（国際協力機構）による「気候変動への適応の

ための乾燥地耐性育種プロジェクト」が実施されて

います。具体的には、今後、ケニアにおいては、気

候変動の進行に伴い、干ばつの頻度の増加等などが

懸念される中にあって、国土の8割を占める半乾燥

地・乾燥地において、郷土樹種であるMelia 

volkensii（センダン属）とAcacia tortilis（アカシア属）

を対象に良好な成長を示す系統を選抜し、種苗生産

業者、森林所有者、アグロフォレストリーを営む地

域住民等に対する優良な種苗の供給システムを構築

して、植林に活かしてもらうことを目的としていま

す。

　これまでも本誌や林木育種成果発表会等でご紹介

しておりますが、当森林総合研究所林木育種セン

ターでは、育種や増殖に関する技術の海外移転を担

当しており、ケニアから研修生を受け入れるととも

に、研究者や技術者を短期専門家として現地に派遣

しております。また、乾燥地耐性の課題については、

九州大学と連携して取り組んでおります。

　森林問題は、長い間、国際的な関心を呼んできま

した。それは主に開発途上国の熱帯林の減少問題で

あり、人口増加や経済発展（あるいは貧困）を背景

とした農用地への転用、過剰伐採が原因となってい

ますが、その解決に向けた方策については、現在、

気候変動との関連でREDD+（レッド・プラス）と

いう枠組みの中で議論が行われています。（REDD+

の詳細については、当森林総合研究所REDD研究開

発センターのホームページをご覧下さい。）

　開発途上国の森林面積や蓄積の減少を抑える、あ

るいは増加に転向させるための具体策としては、地

域住民にとって経済的に魅力のあるような樹種や優

れた品種を開発し、植林が自発的に進むようにする

ことが挙げられます。ケニアで取り組んでいる林木

育種プロジェクトはそのようなニーズに応え得るも

のとなっていますし、成長の優れた系統も見つかり

つつあります。プロジェクトの成果はケニアのみな

らず、周辺国にも普及される予定ですので、今後、

REDD+の具体策の一つとして注目を集めるのでは

ないかと今から期待しているところです。

八重山諸島の植物紹介

イリオモテラン
学名:Trichoglottis luchuensis

　イリオモテランは日本では石垣島、西表島、魚

釣島に分布する樹幹に着生する大型の蘭で、発育

の良い個体では草丈は１m近く、花序の長さは

30cmほどになります。古くから観賞用に乱獲さ

れ、また自然林の伐採やノヤギによる食害なども

あって、絶滅の危機に瀕しています。

　八重山諸島最大の西表島には、熱帯・亜熱帯樹

種の育種技術を開発する拠点としての林木育種セ

ンター西表熱帯林育種技術園があります。この西

表島では、ごくまれに特徴的なまだら模様の花を

びっしりと咲かせたイリオモテランに出会うこと

があります。

（文責・イラスト：遺伝資源部 保存評価課 大谷雅人）

　1月28日に、東京都江東区の木材会館において、「新たな森林・林業と林木育種～エリートツリーの開発と普及～」

をテーマに、林木育種成果発表会を開催し、都道府県の研究機関など、100名以上の方に参加いただきました。

　岐阜大学応用生物科学部の向井譲教授に「育種技術の高度化と基盤整備」の特別講演を、北海道立総合研究機構

林業試験場の来田和人研究主幹に、「グイマツ×カラマツ雑種『クリーンラーチ』の開発と普及」の特別報告をし

ていただき、林木育種センター等から、特定母樹、エリートツリー、遺伝資源の保存、海外協力、機能性樹木につ

いて成果発表を行いました。

　また、3月11日には、平成25年に改正された「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法」により、新たに

民間事業体に対して特定母樹を育成するための種穂の提供や支援を行うこととなったことを受け、造林に関係する

方を対象に、木材会館で「林木育種開発品種説明会」を初めて開催したところ、森

林組合、種苗協会、林業事業体など100名を超える方々に参加いただきました。

　エリートツリー、花粉の少ないスギ・ヒノキ、マツノザイセンチュウ抵抗性マツ、

材質の優れた品種等、近年開発された品種を中心に紹介しました。

　どちらの会においても、数多くの質問

が出され、活発な意見交換がなされまし

た。民間の方からの質問も多く、特定母

樹等による原種からの種苗生産への参入

意欲の高さや、山をより良くしたいとい

う熱意の強さが感じられました。

　林木育種は研究だけでなく、開発され

た種苗を普及することも重要であり、今

後も様々な機会を設け普及に努めていき

ます。　　（企画部　育種企画課　沖義裕）

林木育種の成果の普及のために　平成25年度林木育種成果発表会、林木育種開発品種説明会を開催
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新潟 (新発田 )

アカマツ 64 号

幹重量の大きい品種 マツノザイセンチュウ抵抗性品種

本山署 101 号

（ヒノキ）

沼津 105 号

（カラマツ）

山形 (温海 )

クロマツ 43 号

はじめに

　森林総合研究所林木育種センターでは「森林・林

業・木材産業分野の研究・技術戦略」を踏まえ、平

成23年から27年までの5カ年間の中期計画によ

り、①初期成長や材質に優れた品種等の林業再生に

資するための品種、②花粉症対策品種やマツノザイ

センチュウ抵抗性品種等の国土・環境保全に資する

ための品種を対象にして、新品種の開発を進めてい

ます。

　平成25年度は、地球温暖化対策に資することを

目的とした、幹による二酸化炭素吸収・固定能力が

優れた「幹重量の大きい品種」を、新たにヒノキと

カラマツで開発する等、合計56品種を開発しまし

た。

　平成25年度に開発した新品種の概要を以下に紹

介します。

１．幹重量（二酸化炭素吸収・固定能力）の

　　大きい品種

　地球温暖化対策として森林による二酸化炭素の吸

収・固定が期待されています。樹木による炭素吸収・

固定の能力には、成長の旺盛さ（材積）と成長によっ

て作られる材の密度が関係します。幹重量の大きい

品種は、第一世代精英樹の長年の検定林調査によっ

て得た20年次（植栽後20年）以降の成長、材質の

データに基づいて選抜します。今年度はヒノキとカ

ラマツで各10品種を開発し（表１、表２）、これに

より利用可能な樹種、植栽可能な地域を拡大するこ

とができました。

２．マツノザイセンチュウ抵抗性品種

　アカマツ、クロマツは里山や海岸部の環境の保全

等のわが国の景観を特徴付ける重要な要素であり、

特にアカマツは木材を利用する上でも重要な樹種で

す。しかし、明治時代以降に始まったマツノザイセ

ンチュウ被害により大面積のマツ林が失われまし

た。この被害を軽減する目的でマツノザイセンチュ

ウ抵抗性育種事業が開始され、これまでにアカマツ

で217品種、クロマツで128品種を開発し（平成

25年3月31日現在）、海岸保安林の再生・維持や景

観の保全等のための造林に活用されています。今年

度は、東北育種基本区、関東育種基本区、関西育種

基本区で、アカマツ3品種、クロマツ16品種、計

19品種を開発しました（表３）。

３．少花粉スギ品種

　毎年春になると花粉情報が気になる方が多いと思

います。少花粉品種は従来のスギやヒノキに比べて

花粉の飛散源となる雄花の着き方が極めて少ない特

性を有したもので、林木育種センターではこれまで

にスギで135品種、ヒノキで55品種を開発してき

ました。今年度は、徳島県との共同調査により新た

に2品種の少花粉スギを開発しました（表４）。

４．材質優良スギ品種

　スギの材には、軽軟で加工性に優れ、特有の芳香

があるといった特徴がある一方で、他の主要造林樹

種に比べて剛性（ヤング率）が低いという面もあり

ます。スギ精英樹のヤング率を調査し、ヤング率が

優れているものを材質優良スギ品種としています。

今年度は、東北育種基本区の精英樹の中から1品種

を開発しました（表５）。

５．初期成長に優れたスギ品種

　近年のグローバル化による輸入木材との価格競争

等による国産材の木材価格の低迷などによって我が

国の林業は厳しい状況にあります。競争力の向上の

ためには、下刈り等の保育施業のためのコストを圧

縮する等の対応が必要です。下刈りに要するコスト

は、九州地方では造林経費の40％前後となるなど、

全国的に高い割合を占めているため、幼齢期の成長

に優れた苗木を植えることにより、早い時期に下刈

りを終了させてコストの削減を図る動きがありま

す。そこで、第一世代の精英樹の中で特に初期の成

長に優れているものを選抜し、下刈りコストの削減

等に寄与することをねらいました。すなわち、５年

次（植栽後20年）の成長データを主体として精英

樹を評価し、今年度は関東育種基本区で14品種の

初期成長に優れたスギ品種を開発しました（表６）。

（育種部　育種第一課　高橋誠）

平成 25年度に開発した新品種



－2－ －3－

林木育種情報　No.15（2014） 林木育種情報　No.15（2014）

新潟 (新発田 )

アカマツ 64 号

幹重量の大きい品種 マツノザイセンチュウ抵抗性品種

本山署 101 号

（ヒノキ）

沼津 105 号

（カラマツ）

山形 (温海 )

クロマツ 43 号

はじめに

　森林総合研究所林木育種センターでは「森林・林

業・木材産業分野の研究・技術戦略」を踏まえ、平

成23年から27年までの5カ年間の中期計画によ

り、①初期成長や材質に優れた品種等の林業再生に

資するための品種、②花粉症対策品種やマツノザイ

センチュウ抵抗性品種等の国土・環境保全に資する

ための品種を対象にして、新品種の開発を進めてい

ます。

　平成25年度は、地球温暖化対策に資することを

目的とした、幹による二酸化炭素吸収・固定能力が

優れた「幹重量の大きい品種」を、新たにヒノキと

カラマツで開発する等、合計56品種を開発しまし

た。

　平成25年度に開発した新品種の概要を以下に紹

介します。

１．幹重量（二酸化炭素吸収・固定能力）の

　　大きい品種

　地球温暖化対策として森林による二酸化炭素の吸

収・固定が期待されています。樹木による炭素吸収・

固定の能力には、成長の旺盛さ（材積）と成長によっ

て作られる材の密度が関係します。幹重量の大きい

品種は、第一世代精英樹の長年の検定林調査によっ

て得た20年次（植栽後20年）以降の成長、材質の

データに基づいて選抜します。今年度はヒノキとカ

ラマツで各10品種を開発し（表１、表２）、これに

より利用可能な樹種、植栽可能な地域を拡大するこ

とができました。

２．マツノザイセンチュウ抵抗性品種

　アカマツ、クロマツは里山や海岸部の環境の保全

等のわが国の景観を特徴付ける重要な要素であり、

特にアカマツは木材を利用する上でも重要な樹種で

す。しかし、明治時代以降に始まったマツノザイセ

ンチュウ被害により大面積のマツ林が失われまし

た。この被害を軽減する目的でマツノザイセンチュ

ウ抵抗性育種事業が開始され、これまでにアカマツ

で217品種、クロマツで128品種を開発し（平成

25年3月31日現在）、海岸保安林の再生・維持や景

観の保全等のための造林に活用されています。今年

度は、東北育種基本区、関東育種基本区、関西育種

基本区で、アカマツ3品種、クロマツ16品種、計

19品種を開発しました（表３）。

３．少花粉スギ品種

　毎年春になると花粉情報が気になる方が多いと思

います。少花粉品種は従来のスギやヒノキに比べて

花粉の飛散源となる雄花の着き方が極めて少ない特

性を有したもので、林木育種センターではこれまで

にスギで135品種、ヒノキで55品種を開発してき

ました。今年度は、徳島県との共同調査により新た

に2品種の少花粉スギを開発しました（表４）。

４．材質優良スギ品種

　スギの材には、軽軟で加工性に優れ、特有の芳香

があるといった特徴がある一方で、他の主要造林樹

種に比べて剛性（ヤング率）が低いという面もあり

ます。スギ精英樹のヤング率を調査し、ヤング率が

優れているものを材質優良スギ品種としています。

今年度は、東北育種基本区の精英樹の中から1品種

を開発しました（表５）。

５．初期成長に優れたスギ品種

　近年のグローバル化による輸入木材との価格競争

等による国産材の木材価格の低迷などによって我が

国の林業は厳しい状況にあります。競争力の向上の

ためには、下刈り等の保育施業のためのコストを圧

縮する等の対応が必要です。下刈りに要するコスト

は、九州地方では造林経費の40％前後となるなど、

全国的に高い割合を占めているため、幼齢期の成長

に優れた苗木を植えることにより、早い時期に下刈

りを終了させてコストの削減を図る動きがありま

す。そこで、第一世代の精英樹の中で特に初期の成

長に優れているものを選抜し、下刈りコストの削減

等に寄与することをねらいました。すなわち、５年

次（植栽後20年）の成長データを主体として精英

樹を評価し、今年度は関東育種基本区で14品種の

初期成長に優れたスギ品種を開発しました（表６）。

（育種部　育種第一課　高橋誠）

平成 25年度に開発した新品種



－4－ －5－

林木育種情報　No.15（2014） 林木育種情報　No.15（2014）

図－1　ブナの林木遺伝資源保存林（赤丸）と環境

省の植生調査からブナが生育していると考えられる

地域（緑のメッシュ）。上の写真は、「青森ブナ４林

木遺伝資源保存林」。

図－2　ブナ植生の環境データによる主成分分析の結果

（緑の四角）にブナの林木遺伝資源保存林のデータ（赤

丸）を落とし込んだ図。

図－3　主成分分析で第三象限

に入った地域。

かぎ

１．はじめに

　医療の世界市場は現在500兆円規模で、自動車

産業の４倍以上と言われています。我が国の医薬

品の市場規模は約９兆円で、その内2012年度の医

療用漢方製剤の規模は薬価ベースで1312億円であ

り、右肩上がりの伸びを示しています。しかし、

原料のほとんどを中国からの輸入に頼っているの

が現状であり、レアアースと同じ問題が生じる可

能性があります。

　カギカズラ(Uncaria rhynchophylla ) は、アカ

ネ科カギカズラ属の常緑蔓性樹木で、本州の房総

半島以南の山林に自生しています。その鈎を伴っ

た茎は、漢方薬として高血圧や認知症の改善に効

果があり、有効成分として、リンコフィリン、ヒ

ルスチン、コリナンテイン等を含有します。そこで、

本研究では、薬用機能性樹木の増殖技術の開発の

一環として、カギカズラの組織培養条件を調べま

した。

２．組織培養

　2年生の山取り苗木（岡村政則氏提供）より茎片

を採取し鈎付きの茎片を培養したところ、1ヶ月後

に鈎から芽が生成しました。それらを伸長させて

得られたシュート（茎と葉）をIBA 0.02 mg/l 含

有の1/2MS培地で培養し、シュートより発根再生

個体を得ました（図1）。

　再生植物体の茎片から腋芽を誘導することの繰

り返しにより、大量増殖が可能でした（図2）。

　組織培養によって、無菌的に再生された植物体

は苗テラス（小型閉鎖型育苗施設）を用いて高湿

度の元に鉢出しし、約２週間程度をかけて外部環

境に順化させました。

３．今後の展開

　カギカズラの組織培養による増殖手法として、

鈎付き茎片を培養してシュートを誘導させ、それ

を発根させて植物体を再生し、生育させ再びその

茎片から不定シュートを誘導し、それから更に個

体再生を図ることが考えられます。1本の茎片から

半年で約100本の植物体が得られます。今後、増

殖率の改善と、有効成分を安定して多く含有する

個体のクローン化を進めたいと考えています。

　なお、植物ホルモンのBAPと2,4-D を含有した

1/2LP培地では茎片からカルスが得られ、今後の

ソマクローナル変異（細胞培養中に生ずる遺伝変

異）を用いた、より成分を多く含んだ個体の開発

等に活用できると思われます。                                                

(森林バイオ研究センター　石井克明)

図 -1　カギカズラの再生植物体 

図 -2　カギカズラのプラントボックス内の

　　　増殖植物体

１．はじめに

　林木遺伝資源保存林は主要林業樹種や稀少樹種

等の遺伝資源を広範に生態系内に保存する目的で

国有林内に設定されています。この目的に対し現

存の保存林がどのように寄与しているかを評価す

るために、樹木の生育に関係が深い気温や降水量

といった気候条件を用いて、保存林が対象種の生

育範囲のどの部分をカバーしているのかを調べて

います。本稿ではブナの例を紹介します。

２．評価の方法

　気象庁のメッシュ気候値を元に、気温や降水量

といった樹木の生育に重要と考えられる14の環境

要因のデータを抽出し、主成分分析という統計的

手法により、第一主成分（横軸）と第二主成分（縦軸）

の二つに情報量の圧縮を行いました。この二つの

主成分がもともとの要因のうち何で最も説明でき

るのかの意味を解釈し（グラフの下と左の矢印）、

その上で、林木遺伝資源保存林が分布域のどの位

置を占めているかを同じ平面上に落とし込み、分

布域の環境に占める保存林の位置の評価を行いま

した。その結果、寒くて雨や雪が少なく、日照時

間の多い環境にある地域（青い点線で囲った部分）

に保存林の設定が少ないということがわかりまし

た。そこでそのような環境にあるブナの生育地域

を地図に示してみたところ図-3のようになりまし

た。

３．結果の利用

　地理的な遺伝構造についても考慮しながら、カ

バーしていない環境条件をもつ地域に林木遺伝資

源保存林を新たに設定したり、これらの地域から

穂や種子を採取して生息域外保存を行ったりする

ことにより、現在の遺伝資源保存林の役割を補強

し、特に環境適応に関する遺伝変異をより広範に

保存することに寄与できる可能性が大きいと考え

られます。

(遺伝資源部　探索収集課　宮本尚子)

漢方生薬原料樹木カギカズラの組織培養 環境条件からみた林木遺伝資源保存林の評価
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図－1　ブナの林木遺伝資源保存林（赤丸）と環境

省の植生調査からブナが生育していると考えられる

地域（緑のメッシュ）。上の写真は、「青森ブナ４林

木遺伝資源保存林」。

図－2　ブナ植生の環境データによる主成分分析の結果

（緑の四角）にブナの林木遺伝資源保存林のデータ（赤

丸）を落とし込んだ図。

図－3　主成分分析で第三象限

に入った地域。
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１．はじめに

　林木ジーンバンク事業では、これまでに大学や

都道府県、民間企業等に試験・研究用として林木

遺伝資源をご提供してきました。

　遺伝資源の配布Ⅰ、Ⅱでは、林木ジーンバンク事

業の概要、林木遺伝資源の配布の仕組み等につい

てご案内してきましたが、今回のⅢでは、林木遺

伝資源の利用例についてご紹介いたします。

２．林木遺伝資源の利用例

　林木遺伝資源の配布は平成7年度から行ってきま

したが、育種に関する分野だけでなく、医薬品や

食品に関する分野など様々な産業分野に幅広く活

用されてきました。　

　林木育種センターでは、今後とも多様なニーズ

に対応出来るよう多様な樹種を適正に管理してい

くこととしています。

　ほんの一例ですが、近年の様々な研究に利用さ

れた実績を表－1に示します。

３．林木遺伝資源の配布数

　表－2はこれまでの配布実績を示しています。林

木遺伝資源の配布を開始してから、5年ごとの配布

件数は増加傾向にあります。

　このような利用の増加に対応出来るよう、より

一層の利用の推進を図るため、効率的な収集・保

存に取り組むとともに、配布に関しても、利用目

的に即した選定が容易となるようコアコレクショ

ン（遺伝資源全体を代表するような系統のセット）

等の体制整備に努めていくこととしています。

　今後も引き続き森林・林業やその他の科学技術

の発展に貢献できるよう、皆様からの試験・研究

用としてのご利用をお待ちしております。　

　詳しくは、独立行政法人森林総合研究所林木育

種センター遺伝資源部のHP

（http://www.ffpri.affrc.go.jp/ftbc/iden/index.ht

ml）をご覧下さい。　　　　　　

（遺伝資源部　遺伝資源管理主幹　平井郁明）

１．はじめに

　西表熱帯林育種技術園は、沖縄本島から約

460km南西に離れた西表島の東部にあります。西

表島は北緯約23°に位置し、亜熱帯性の植物が野

山を覆い、河川下流に広大なマングローブ林が広

がっています。

　海外協力のための熱帯・亜熱帯性樹種を育て技

術開発を行うため、当園は平成８年に開設されま

した。園内には、本土で成育が難しいアカシア属

等の樹種が植栽され、毎年、国内外から研修生を

受入れています。ここでは、平成25年度の研修に

ついて紹介します。

２．研修内容

　平成25年度に受入れた研修は、表-1のとおりで、

JICA（国際協力機構）に関連する研修3件のほか、

農林水産省の海外派遣技術者の研修、インターン

シップ各1件です。

　JICA関連の研修は、テーマを決めて海外から参

加者を募集する集団研修と、育種センターで行っ

ているケニアプロジェクトの研修です。これらの

研修では、これまで実施してきたクローン増殖や

人工交配技術を紹介した後、網室内での育苗、植

栽木の成育状況等を説明しました（写真-1）。また、

2日間にわたる集団研修では、アカシア属のさし木

とつぎ木、ハイビスカスのとり木の実習を行いま

した。昨年もとり木を実施しており、ラベルに自

国名を見つけ、旺盛に発達した根に歓声を上げて

いる研修生もいました。

　農林水産省の海外派遣前研修では、直接亜熱帯

の樹種の育苗や成育状況を見ることが出来ること

から、当園を研修先のひとつに選定されたと考え

られます。この研修では、林木育種センターの海

外協力の実績、現状を紹介するとともに、見本林

等を案内しました。

　インターシップでは、日本大学の森林資源科学

科の学生2人を受け入れ、1週間の間に当園の役割、

業務を説明した後、試験地の調査や植付け、場内

管理等の作業を職員が一緒に行いました(写真-2)。

また、この機会に西表の自然を感じてもらうため

天然林を踏査しました。

３．おわりに

　短期間の研修でしたが、研修内容が研修生の今

後の業務に役立つとともに、当園への理解が深ま

ることを願っています。なお、この他に琉球大学

をはじめとする約200名以上の方が当園を訪れて

います。

（西表熱帯林育種技術園　板鼻直榮）

表 -1　平成 25 年度に受入れた研修

表－2　配布件数の推移

表－1　林木遺伝資源の利用例

写真 -1 網室でのテリハボク苗木の説明

写真 -2 苗木移動中のインターンシップ研修生

配 布 年 度

配 布 件 数

年間平均件数 22

75

H7～H11 H12～H16 H17～H21 H22～H24（3年間）

103 147 66

配 布 先

大　　学

都道府県

企 業 等

利　　　用　　　内　　　容

モミ属の精油の有効性に関する研究

針葉樹二次代謝物質の制御機構の解明
菌根菌との共生関係の成立による高二酸化炭素濃度条件下での樹木に与える
影響の解明
空間に存在するスギ花粉数測定法の開発

マツ属の種間の系統関係の解析

強感染性ショウロ菌株を基盤とした母樹感染法による感染苗木生産技術の開発
抵抗性クロマツの増殖に関する研究
地域品種精英樹と雄性不稔品種との交配による雄性不稔品種の育成と雄性不
稔遺伝子ヘテロ個体の探索
育林作業の低コスト化を目的としたマルチキャビティコンテナによる育苗試験
強度等の材質特性を若齢期に判定する手法の確立及び材質優良個体と材質、
成長、花粉生産量が少ない等に優れた精英樹間の交配により次世代の育種
素材の早期開発
樹木間の系統間差の葉の成分分析による解明
花粉を食害する害虫の防除方法に関する研究
未成熟種子による不定胚誘導条件及び遺伝子導入条件の解明
二酸化塩素が花粉のアレルゲンタンパク質に与える影響
花粉付着防止性能を有する加工薬剤の開発

シラベ、ウラジロモミ、アオモリ
トドマツ
タイワンアカマツ

アカマツ

スギ
キタゴヨウ、ヒメコマツ、チョウ
センゴヨウ
クロマツ
クロマツ

スギ

カツラ

スギ

クロマツ
アカマツ
カマバアカシア、マンギウムアカシア
スギ、ヒノキ
スギ

配布形態

穂　木

穂　木

種　子

花　粉

穂　木

種　子
花　粉

苗　木

種　子

穂　木

穂　木
花　粉
種　子
花　粉
花　粉

樹　　　　　　種

林木遺伝資源は様々な分野に活用されています
―　遺伝資源の配布Ⅲ　－ 

西表熱帯林育種技術園への研修生受け入れ
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れた実績を表－1に示します。
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　表－2はこれまでの配布実績を示しています。林

木遺伝資源の配布を開始してから、5年ごとの配布

件数は増加傾向にあります。

　このような利用の増加に対応出来るよう、より

一層の利用の推進を図るため、効率的な収集・保

存に取り組むとともに、配布に関しても、利用目

的に即した選定が容易となるようコアコレクショ

ン（遺伝資源全体を代表するような系統のセット）

等の体制整備に努めていくこととしています。

　今後も引き続き森林・林業やその他の科学技術

の発展に貢献できるよう、皆様からの試験・研究

用としてのご利用をお待ちしております。　

　詳しくは、独立行政法人森林総合研究所林木育

種センター遺伝資源部のHP

（http://www.ffpri.affrc.go.jp/ftbc/iden/index.ht

ml）をご覧下さい。　　　　　　

（遺伝資源部　遺伝資源管理主幹　平井郁明）

１．はじめに

　西表熱帯林育種技術園は、沖縄本島から約

460km南西に離れた西表島の東部にあります。西

表島は北緯約23°に位置し、亜熱帯性の植物が野

山を覆い、河川下流に広大なマングローブ林が広

がっています。

　海外協力のための熱帯・亜熱帯性樹種を育て技

術開発を行うため、当園は平成８年に開設されま

した。園内には、本土で成育が難しいアカシア属

等の樹種が植栽され、毎年、国内外から研修生を

受入れています。ここでは、平成25年度の研修に

ついて紹介します。

２．研修内容

　平成25年度に受入れた研修は、表-1のとおりで、

JICA（国際協力機構）に関連する研修3件のほか、

農林水産省の海外派遣技術者の研修、インターン

シップ各1件です。

　JICA関連の研修は、テーマを決めて海外から参

加者を募集する集団研修と、育種センターで行っ

ているケニアプロジェクトの研修です。これらの

研修では、これまで実施してきたクローン増殖や

人工交配技術を紹介した後、網室内での育苗、植

栽木の成育状況等を説明しました（写真-1）。また、

2日間にわたる集団研修では、アカシア属のさし木

とつぎ木、ハイビスカスのとり木の実習を行いま

した。昨年もとり木を実施しており、ラベルに自

国名を見つけ、旺盛に発達した根に歓声を上げて

いる研修生もいました。

　農林水産省の海外派遣前研修では、直接亜熱帯

の樹種の育苗や成育状況を見ることが出来ること

から、当園を研修先のひとつに選定されたと考え

られます。この研修では、林木育種センターの海

外協力の実績、現状を紹介するとともに、見本林

等を案内しました。

　インターシップでは、日本大学の森林資源科学

科の学生2人を受け入れ、1週間の間に当園の役割、

業務を説明した後、試験地の調査や植付け、場内

管理等の作業を職員が一緒に行いました(写真-2)。

また、この機会に西表の自然を感じてもらうため

天然林を踏査しました。

３．おわりに

　短期間の研修でしたが、研修内容が研修生の今

後の業務に役立つとともに、当園への理解が深ま

ることを願っています。なお、この他に琉球大学

をはじめとする約200名以上の方が当園を訪れて

います。

（西表熱帯林育種技術園　板鼻直榮）

表 -1　平成 25 年度に受入れた研修

表－2　配布件数の推移

表－1　林木遺伝資源の利用例

写真 -1 網室でのテリハボク苗木の説明

写真 -2 苗木移動中のインターンシップ研修生

配 布 年 度

配 布 件 数

年間平均件数 22

75

H7～H11 H12～H16 H17～H21 H22～H24（3年間）

103 147 66

配 布 先

大　　学

都道府県

企 業 等

利　　　用　　　内　　　容

モミ属の精油の有効性に関する研究

針葉樹二次代謝物質の制御機構の解明
菌根菌との共生関係の成立による高二酸化炭素濃度条件下での樹木に与える
影響の解明
空間に存在するスギ花粉数測定法の開発

マツ属の種間の系統関係の解析

強感染性ショウロ菌株を基盤とした母樹感染法による感染苗木生産技術の開発
抵抗性クロマツの増殖に関する研究
地域品種精英樹と雄性不稔品種との交配による雄性不稔品種の育成と雄性不
稔遺伝子ヘテロ個体の探索
育林作業の低コスト化を目的としたマルチキャビティコンテナによる育苗試験
強度等の材質特性を若齢期に判定する手法の確立及び材質優良個体と材質、
成長、花粉生産量が少ない等に優れた精英樹間の交配により次世代の育種
素材の早期開発
樹木間の系統間差の葉の成分分析による解明
花粉を食害する害虫の防除方法に関する研究
未成熟種子による不定胚誘導条件及び遺伝子導入条件の解明
二酸化塩素が花粉のアレルゲンタンパク質に与える影響
花粉付着防止性能を有する加工薬剤の開発

シラベ、ウラジロモミ、アオモリ
トドマツ
タイワンアカマツ

アカマツ

スギ
キタゴヨウ、ヒメコマツ、チョウ
センゴヨウ
クロマツ
クロマツ

スギ

カツラ

スギ

クロマツ
アカマツ
カマバアカシア、マンギウムアカシア
スギ、ヒノキ
スギ

配布形態

穂　木

穂　木

種　子

花　粉

穂　木

種　子
花　粉

苗　木

種　子

穂　木

穂　木
花　粉
種　子
花　粉
花　粉

樹　　　　　　種

林木遺伝資源は様々な分野に活用されています
―　遺伝資源の配布Ⅲ　－ 

西表熱帯林育種技術園への研修生受け入れ
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ケニアのティヴァに造成されたメリアの採種園

No.15
2014.3

林木育種成果発表会の様子 開発品種説明会で配布したパンフレット

　アフリカのケニア国においては、2012年7月より

JICA（国際協力機構）による「気候変動への適応の

ための乾燥地耐性育種プロジェクト」が実施されて

います。具体的には、今後、ケニアにおいては、気

候変動の進行に伴い、干ばつの頻度の増加等などが

懸念される中にあって、国土の8割を占める半乾燥

地・乾燥地において、郷土樹種であるMelia 

volkensii（センダン属）とAcacia tortilis（アカシア属）

を対象に良好な成長を示す系統を選抜し、種苗生産

業者、森林所有者、アグロフォレストリーを営む地

域住民等に対する優良な種苗の供給システムを構築

して、植林に活かしてもらうことを目的としていま

す。

　これまでも本誌や林木育種成果発表会等でご紹介

しておりますが、当森林総合研究所林木育種セン

ターでは、育種や増殖に関する技術の海外移転を担

当しており、ケニアから研修生を受け入れるととも

に、研究者や技術者を短期専門家として現地に派遣

しております。また、乾燥地耐性の課題については、

九州大学と連携して取り組んでおります。

　森林問題は、長い間、国際的な関心を呼んできま

した。それは主に開発途上国の熱帯林の減少問題で

あり、人口増加や経済発展（あるいは貧困）を背景

とした農用地への転用、過剰伐採が原因となってい

ますが、その解決に向けた方策については、現在、

気候変動との関連でREDD+（レッド・プラス）と

いう枠組みの中で議論が行われています。（REDD+

の詳細については、当森林総合研究所REDD研究開

発センターのホームページをご覧下さい。）

　開発途上国の森林面積や蓄積の減少を抑える、あ

るいは増加に転向させるための具体策としては、地

域住民にとって経済的に魅力のあるような樹種や優

れた品種を開発し、植林が自発的に進むようにする

ことが挙げられます。ケニアで取り組んでいる林木

育種プロジェクトはそのようなニーズに応え得るも

のとなっていますし、成長の優れた系統も見つかり

つつあります。プロジェクトの成果はケニアのみな

らず、周辺国にも普及される予定ですので、今後、

REDD+の具体策の一つとして注目を集めるのでは

ないかと今から期待しているところです。

八重山諸島の植物紹介

イリオモテラン
学名:Trichoglottis luchuensis

　イリオモテランは日本では石垣島、西表島、魚

釣島に分布する樹幹に着生する大型の蘭で、発育

の良い個体では草丈は１m近く、花序の長さは

30cmほどになります。古くから観賞用に乱獲さ

れ、また自然林の伐採やノヤギによる食害なども

あって、絶滅の危機に瀕しています。

　八重山諸島最大の西表島には、熱帯・亜熱帯樹

種の育種技術を開発する拠点としての林木育種セ

ンター西表熱帯林育種技術園があります。この西

表島では、ごくまれに特徴的なまだら模様の花を

びっしりと咲かせたイリオモテランに出会うこと

があります。

（文責・イラスト：遺伝資源部 保存評価課 大谷雅人）

　1月28日に、東京都江東区の木材会館において、「新たな森林・林業と林木育種～エリートツリーの開発と普及～」

をテーマに、林木育種成果発表会を開催し、都道府県の研究機関など、100名以上の方に参加いただきました。

　岐阜大学応用生物科学部の向井譲教授に「育種技術の高度化と基盤整備」の特別講演を、北海道立総合研究機構

林業試験場の来田和人研究主幹に、「グイマツ×カラマツ雑種『クリーンラーチ』の開発と普及」の特別報告をし

ていただき、林木育種センター等から、特定母樹、エリートツリー、遺伝資源の保存、海外協力、機能性樹木につ

いて成果発表を行いました。

　また、3月11日には、平成25年に改正された「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法」により、新たに

民間事業体に対して特定母樹を育成するための種穂の提供や支援を行うこととなったことを受け、造林に関係する

方を対象に、木材会館で「林木育種開発品種説明会」を初めて開催したところ、森

林組合、種苗協会、林業事業体など100名を超える方々に参加いただきました。

　エリートツリー、花粉の少ないスギ・ヒノキ、マツノザイセンチュウ抵抗性マツ、

材質の優れた品種等、近年開発された品種を中心に紹介しました。

　どちらの会においても、数多くの質問

が出され、活発な意見交換がなされまし

た。民間の方からの質問も多く、特定母

樹等による原種からの種苗生産への参入

意欲の高さや、山をより良くしたいとい

う熱意の強さが感じられました。

　林木育種は研究だけでなく、開発され

た種苗を普及することも重要であり、今

後も様々な機会を設け普及に努めていき

ます。　　（企画部　育種企画課　沖義裕）

林木育種の成果の普及のために　平成25年度林木育種成果発表会、林木育種開発品種説明会を開催
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